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表紙を飾る作品（写真・絵・イラストなど）を募集しています。テーマは「熊本市のイイ！ところ」
（人・風景・イベントなど）。氏名・連絡先・作品の説明を書いて、作品を〒860-8601広報課（☎
096-328-2043）へ。市政だよりの表紙募集

あなたの作品が表紙に！

…………  

…………………………  

……………  

8
17

 28

くらしの情報・お知らせ

受講生募集

加藤清正の実像　ほか

特集 児童虐待防止

新たなステージへ
政令指定都市『熊本』誕生！
400年前と変わらない、熊本城から望む朝日。
清正公もこの景色を眺め、新しい熊本の未来を
デザインしていたのではないでしょうか。
熊本市の政令指定都市移行が、10月18日に閣議決定され、
来年4月1日に、政令指定都市くまもとが誕生します。
熊本市独自の魅力にさらに磨きをかけ、市民参画と協働で
「日本一暮らしやすい政令指定都市」を目指します。

　先日、「熊本市20番目の政令市に」のニュースが流れ、改め

て喜びがこみ上げてきました。政令指定都市といえば昔の五

大都市をイメージし大都市を連想しがちですが、今は状況が

違っています。本市は他都市にはない熊本ならではの個性豊かな魅力があ

ふれ、住む人、訪れる人が良さを実感できる都市ではないかと思っています。

政令指定都市を機に進化する熊本の姿をしっかりと発信していきます。 （R）

再生紙を使用しています

ひごまるコール☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp

熊本市コールセンター

096-334-1500
さあ みんな知ってる  ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

市役所での手続き、施設案内、イベント情報などの問い合わせにお答えします！

配布に関するお問い合わせ 市政だより配布センター　0120-887-778 富合町・城南町にお住まいの方は
各総合支所へ。

　天正11年（1583）の賤ヶ岳の合戦後から豊臣秀吉が九州攻

めに着手する天正14年までの3年間は、清正の人生の中で最

も謎に満ちた空白期間と言ってもよいでしょう。秀吉の家臣

として天下統一事業を支える活動をおこなっていたことは

間違いないと思われますが、具体的にどこで何をしていたの

か、実のところよく分かっていません。残された史料の少な

さもありますが、言い換えれば、秀吉に重んじられて出世し

ていった石田三成や福島正則らとは対照的に、いまだ秀吉家

臣団の中で重要な地位にいなかったことが窺い知れます。

　まず、清正の所在から確認しましょう。賤ヶ岳の合戦後、秀

吉は大坂城を築城して拠点を大坂に移します。また、前回述

べたように天正11年8月、清正は大坂周辺に3000石の領地を

与えられていること、天正13年には父・清忠の菩提を弔うた

め大坂に本妙寺（後に熊本城内に移す）を建立していること

を考えると、遅くとも天正12年には清正も秀吉に従って大

坂に移り住んだと考えられます。以後、肥後入国までの約5年

間は大坂に拠点を置き、近畿を中心に活動していたと思われ

ます。

　では、具体的にどのような活動をおこなっていたのでしょ

うか。まずは秀吉の天下統一戦争との関わりの中で見ていき

ましょう。織田信雄・徳川家康連合軍と争った天正12年の小

牧・長久手の戦いには秀吉軍の一員として従軍していた形跡

がありますが、詳しい行動については不明と言わざるを得ま

せん。また、秀吉に反抗する紀伊（現在の和歌山県）の国人衆

や有力寺社勢力を降した天正13年の紀州攻め、四国の長宗我

部氏を降した同年の四国攻めについては、清正の代表的な伝

記である「清正記」やそのほかの伝記類にも記述がないこと

から、実戦部隊ではなく後方支援活動に従事していた可能性

が高いと考えられます。紀州攻めに関して言えば、秀吉が紀

伊に向けて大坂城を進発する天正13年3月21日の2日前に清

正は新たに領地を与えられていますので、前哨戦で何らかの

働きがあったのでしょう。ちなみに、後に清正と肥後を分割

統治することになる小西行長は、この時期にはすでに秀吉軍

の海上輸送の主力として重要な役割を担っていたことが近

年の研究で明らかになっています。

　このように清正の活動実態については不明な点が多いです

が、少しずつ領地が増えていったことは確かな史料上から確

認できます。現存する秀吉の知行宛行状によると、天正13年に

河内国（現在の大阪府）に434石、同14年には播磨国（現在の兵

庫県）に300石、それぞれ加増されています。着実に領地を増や

し、出世階段を昇っていった清正ですが、名実ともに武将と呼

べる地位に就くのは、「主計頭」という受領名を名乗り始める

天正14年頃だと思われます。従来、この「主計頭」を名乗り始め

た時期については、賤ヶ岳の合戦後説（天正11年）、秀吉の関白

任官同時説（天正13年）がありましたが、一次史料での「主計

頭」の初見史料は、天正14年正月6日に出された秀吉の知行宛

行状です。それまで秀吉から出される知行宛行状や書状の宛

名表記は「虎介とのへ」と通称が使われていましたが、天正14

年正月以降は宛名表記が「主計頭とのへ」に格上げされます。

「主計」には、「会計を司る」という意味がありますので、清正は

豊臣家の財政を担当する重要な役職に就いたと言えます。

　史料が少なく、行動に不明な点が多いこの時期の清正です

が、「主計頭」を名乗り始める天正14年以降は豊臣家臣団の中

である程度の地位を得ていたことが窺えます。
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〈7〉空白の3年間

午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

つぶやき

　賤ヶ岳の合戦後、知行高が3000石に増大し、武将としての出世街道を歩き始めた清

正。しかし、意外なことにその後3年間、彼の行動は謎のベールに包まれます。少ない史

料をもとにその足取りを追ってみましょう。
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協　力

・熊本城周遊バス（しろめぐりん）で「博物館・旧細川刑部邸前」下車

・市電で杉塘または段山町下車、徒歩8分

宇宙航空研究開発機構

※当日は混雑が予想されます。公共交通機関をご利用ください。

7年間で60億キロの旅を終え、

地球に帰還した小惑星探査機「はやぶさ」の

帰還カプセルを特別公開します。

インスツルメントモジュール※

搭載電子機器部※、パラシュート※

背面ヒートシールド※

前面ヒートシールドのレプリカ　など
※は宇宙から帰還した実物。

展示品（変更になる可能性があります）

小惑星探査機「はやぶさ」帰還カプセル特別公開
11月23日（祝）～27日（日）11月23日（祝）～27日（日）

おかえりなさい！
はやぶさ

午前9時～午後5時午前9時～午後5時

熊本博物館特別展示室熊本博物館特別展示室

無料無料
※帰還カプセル見学のみ。　
博物館常設展示およびプ
ラネタリウム観覧は有料。

（熊本博物館　☎096-324-3500）


